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スト (idle cost) 概念(これは，不働費用，遊休費用，空費，死費などとよばれ，その端緒は今世紀
初頭に見出せる)を，その一部として包含する，極めて広義の概念であり，企業のあらゆる活動領域
において発生するいわゆる無駄部分を網羅的に把握しようとするものである。






かを解明しようとしている。まず第 3 章「無効費用の発展過程」において第 E 編の概括的説明を行な
ったのち，第 4 章では， 1"無効費用概念の蔚芽形態」とみなされる論者を取扱い，固定費概念と無効
費用概念との関連を解明している。第 5 章では「米英におけるアイドノレ・コスト論の生成」を論じ，
続く第 6 章「無効費用論の生成」と第 7 章「無効費用論の確立とその発展」とにおいて， ドイツにお
ける無効費用論の発展過程を詳細に取扱うとともに，今後の発展方向を示している。しかし，私見に






ここでの研究対象を固定費に限定することを述べるとともに， 固定費概念を検討するため第 9 章で
「キャパシティ・コスト論J を展開した。そののち，固定費の無効費用を測定しようとしていた従来
の方法を，第10章「無効費用の近似的測定法( 1 )一操業度差異の内容と，その意義」で取扱い，続




本論文は，経営費用論における基本概念の一つである。無効費用 (Leerkosteen， idle cost) につい
て，同概念の発展の系譜を精細に追跡・分析したあと，無効費用の発生原因，種類，測定方法などに
つき筆者独自の見解を呈示している。これによって，無効費用概念が経営費用論上に占める地位と問
題点を明らかにするとともに，経営費用論に新しい知見を加えた。
よって，本論文は経済学博士の学位に十分値するものと認める。
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